
No. 00No. 00No. 00No. 00７７７７       ササササ        ナナナナ        通通通通        信信信信    
 ◆発 行 者            ◆本社営業部        ◆東北営業所            ◆九州営業所 株 式 会 社   サ    ナ   左記            岩手県一関市滝沢字    福岡県糟屋郡粕屋町 埼玉県所沢市東所沢和田 1-41-6                矢ノ目沢 73-262     上大隈 435-1 T E L 0 4 - 2 9 4 6 - 2 3 4 1                  TEL0191-26-3737    TEL092-939-3716  

《今月のトピック》 

★油脂対策の勧め！油脂対策の勧め！油脂対策の勧め！油脂対策の勧め！        ★ トピックトピックトピックトピック 《《《《冬季に向けて製造品目が替わる食品工場様必見です。冬季に向けて製造品目が替わる食品工場様必見です。冬季に向けて製造品目が替わる食品工場様必見です。冬季に向けて製造品目が替わる食品工場様必見です。》》》》 
食品産業においては夏季のあっさりした食品の製造が、冬季に向けてこってりした食品に替

わり、油が多い原料の使用や製造に油を多く使用するなど排水処理施設に流入する油脂が増し

てくる傾向があります。 

 

  曝気槽に流入する曝気槽に流入する曝気槽に流入する曝気槽に流入する油脂が増すとどうなるの？油脂が増すとどうなるの？油脂が増すとどうなるの？油脂が増すとどうなるの？    

   １．曝気槽の異常発泡原因となります。 

      流入油脂が放線菌の温床となり異常発泡を起します。曝気槽が発泡すると曝気送風量

を減らさざるを得なくなり、その結果処理水質不良から抜け出せないコントロール不

能に陥ります。 

   ２．曝気槽汚泥が軽くなり沈降不良の原因となります。 

      活性汚泥フロックが水より軽い油を吸着する事でフロック比重が軽くなり沈殿槽の

汚泥界面が高くなり、場合によっては汚泥流出に至ります。 

   ３．過曝気汚泥または未処理になり易くコントロールが難しくなります。 

      油脂は生物分解に時間がかかることから排水成分の分解スピードのバラつきが顕著

になります。 

汚泥は油脂の吸着分解が追い付かなくなり、汚泥に吸着されない油脂が発生します。 

処理最終段では油脂分は未分解で残留しているのに汚泥は昜分解性 BOD 不足と

なり、微細フロックの発生や沈殿槽表面に油膜が現れる状態に至ります。  
            油脂油脂油脂油脂のののの前処理剤前処理剤前処理剤前処理剤『『『『SANASANASANASANA    ----    油・トール』油・トール』油・トール』油・トール』のご紹介のご紹介のご紹介のご紹介    

   
生物分解生物分解生物分解生物分解と化学分解化学分解化学分解化学分解により油脂を WWWW 分解分解分解分解！！！！  

★W 分解された油脂は分解され易い形状となっているので後段の曝気槽で速やかに処理曝気槽で速やかに処理曝気槽で速やかに処理曝気槽で速やかに処理されます。 

   

★使用場所は調整槽です。調整槽の原水に添加することで調整槽が油脂油脂油脂油脂の前処理槽前処理槽前処理槽前処理槽になります。 

 

★標準添加量は原水量のわずかわずかわずかわずか 10101010～～～～３３３３0mg/l0mg/l0mg/l0mg/l。 曝気槽汚泥が抱える nnnn----HexHexHexHex がががが減減減減少少少少します。 

  サナでは問題や心配を抱えられたお客様に安心をお届けするため、現場経験豊富なスタッフと各種対応剤をスタンバイしております。お気軽にご連絡下さい。電話でのご相談、現場調査など、親身に対応させて頂きます。          改善プログラム ⅰ．油脂トラブル改善プログラム   ⅱ．油脂処理運転アドバイス      


